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（百万円未満切捨て） 

１．平成24年3月期第３四半期の連結業績（平成23年4月1日～平23年12月31日） 

(1) 連結経営成績［累計］ 
（％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期 第３四半期 15,514 △3.5 889 △2.4 166 67.3 △62 －

23年3月期 第３四半期 16,078 △8.7 910 △40.2 99 △85.1 △154    －

（注）包括利益 24年３月期第３四半期 656百万円（－％） 23年３月期第３四半期 △153百万円（－％）

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
1株当たり 

四半期純利益 
円  銭 円  銭

24年3月期 第３四半期 △1.62 ― 

23年3月期 第３四半期 △4.05 ― 
 

(2) 連結財政状態  

 総資産 純資産 自己資本比率 

百万円 百万円 ％ 

24年3月期 第3四半期 64,666 10,368 16.0 

23年3月期 63,618 9,639 15.2 

（参考）自己資本 24年3月期 第3四半期 10,368百万円 23年3月期 9,639百万円 

 

２. 配当の状況 

 年間配当金 

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計 

円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭

23年 3月期 ―  0. 00 ―  0. 00 0. 00 

24年 3月期 ―  0. 00 ―    

24年 3月期（予想）    0. 00 0. 00 

（注） 直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無 

 

３. 平成24年３月期の連結業績予想 （平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期増減率） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,400 △4.3 1,300 △15.0 240 △45.4 110 △45.2 2. 89 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無 

 



  

４．その他 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示  

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ： 無 

② ①以外の会計方針の変更   ： 無 

③ 会計上の見積りの変更 ： 無 

④ 修正再表示 ： 無 

    

(4) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 38,640,000株 23年3月期 38,640,000株

② 期末自己株式数 24年3月期3Q 192,032株 23年3月期 590,540株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 38,248,908株 23年3月期3Q 38,055,534株

 

 

（※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビューの対象外です。なお、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

 

（※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連結

業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（1） 連結経営成績に関する定性的情報 

 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあり

ましたが、各種の政策効果などを背景に緩やかな景気持ち直しの動きが見られました。一方、欧州の政府債務

危機などによる海外景気の減速や、史上最高値圏で推移する円高の影響等により、景気の下振れ懸念が強まる

状況となりました。      

このような事業環境の中、当社グループでは、基幹の運輸事業において忘・新年会シーズンに需要の高まる

深夜バスの運行を、昨年度の１路線から３路線に増やしたほか、ICカード「りゅーと」利用で新潟駅～古町間

を運賃100円でご乗車いただけるサービス（土日祝日限定）を行政との連携により実施するなど、積極的に事

業を展開してまいりました。  

しかしながら、第１四半期に受けた東日本大震災の影響を完全に払拭するには至らず、当第３四半期連結累

計期間では不動産事業、商品販売事業においては前年同期比増収となりましたが、その他の事業においては前

年同期比減収となりました。 

経費面においては、燃油費が前年同期比上昇しましたが、人件費を中心に諸経費抑制に努めました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の総売上高は15,514百万円（前年同期比3.5%減）、営業利益は889百

万円（同2.4%減）、経常利益は166百万円（同67.3%増）、四半期純損失は62百万円（前年同期は四半期純損失

154百万円）となりました。 

 
セグメントの業績の概況は、次の通りであります。 

 

○運輸事業 
        運輸事業におきましては、乗合バス部門では、東区新庁舎の運用開始に合わせ、行政連携により東区社会実

験バスを運行したほか、ICカード「りゅーと」の普及を図るために、抽選で100名に1,000ポイントが当たる「り

ゅーとお年玉キャンペーン」や、週末の街頭販売を行いました。また、バスの車内はもとより車外の“安心・

安全”と“サービス向上”を図る観点から、一般乗合バス車両へドライブレコーダーの導入を順次開始し、お

客様の安全性、利便性の向上に努めました。さらに、J1アルビレックス新潟ホームゲーム・新潟競馬等の各種

イベント開催時を中心に、臨時バスの運行に積極的に取り組みました。しかしながら、震災影響による出控え

や、昨年度の地元百貨店閉店セールに伴うバス利用特需の剥落等により、前年同期比減収となりました。 

        高速バス部門では、行政連携による社会実験として上越線の新潟空港乗り入れを開始しました。また東京線

で期間限定割引キャンペーンを実施したほか、同じく東京線において3列シート車両の増便を行い利便性の改

善を図りましたが、震災影響による出控えや運行本数の減少（県外線）により、県内線・県外線ともに前年同

期比減収となりました。 

        貸切バス部門では、震災影響によるバス旅行のキャンセルや貸切バスを使った旅行需要の減少により、極め

て厳しい状況で推移した結果、前年同期比減収となりました。この結果、運輸事業の売上高は7,240百万円（前

年同期比4.7%減）となりました。 

 

○不動産事業 

      不動産事業では、10月にオープンから15周年を迎えたBILLBOAD PLACEにて「15周年アニバーサリー」を企画

し、当社及びテナント各店において15周年限定ノベルティのプレゼントを実施したほか、15周年限定アイテム

の販売を行いました。11月には「万代ロマンチックサーカス」を開催し、12月には「Hilcrhymeフリーライブ」

を開催するなど、各種イベントの開催・誘致により万代シテイの集客力向上に努めました。 

この結果、不動産事業の売上高は2,268百万円（同0.5%増）となりました。 

 

○商品販売事業 

        商品販売事業におきましては、主力の観光土産品販売部門では、マリンピア日本海の来館者数増加に伴い、 

同施設内直営売店の売上が好調に推移した結果、当第3四半期では前年を上回る収入を得ることができました。 

         また、コンビニエンス部門では、年末商品の積極的な販売と、種々のキャンペーン展開が来店客数及び購入

単価の増加につながり、前年同期比増収となりました。 

 この結果、商品販売事業の売上高は1,845百万円（同1.6%増）となりました。
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○旅館事業 

        旅館事業では、佐渡市内の「国際佐渡観光ホテル八幡館」では、「インターネット限定プラン」の設定や、

佐渡島内限定の「謝恩宿泊プラン」の設定等により、当第３四半期では前年並みの宿泊客を受け入れることが

出来ました。しかしながら震災によるツアーのキャンセル及び旅行自粛等の影響を挽回するには至らず、前年

同期比減収となりました。新潟市内の「万代シルバーホテル」では、館内レストランにおける「スイーツオー

ダーバイキング」の企画や、特別価格での宿泊が可能となる「モニタープラン」等を設定し集客強化を図りま

したが、法人宴会需要の伸び悩み等により前年同期比減収となりました。 

         この結果、旅館業の売上高は1,536百万円（同5.5%減）となりました。 

 

○その他事業 
       その他事業におきましては、旅行業では、「くれよん」ホームページのリニューアルを行い、旅行検索機能・

予約状況確認機能の拡充を行い、お客様の利便性向上に努めたほか、「白玉の湯 華鳳全館貸切プラン」等、

魅力ある旅行商品を企画し販売強化に努めました。また高等学校の修学旅行受注に注力した結果、当第３四半

期では前年を上回る収入を得ることができましたが、震災による旅行自粛等の影響を挽回するまでには至らず

前年同期比減収となりました。その他の航空代理業、清掃業、広告代理業、人材派遣業は厳しい事業環境の中

で推移した結果、前年同期比減収となりました。 

        この結果、その他事業の売上高は2,623百万円（同5.7%減）となりました。 

 

（2） 連結財政状態に関する定性的情報 
    資産、負債及び純資産の状況   

当第３四半期の総資産は、減価償却等により有形固定資産が減少したことと、現金及び預金の増加等により、

前期末に比べ1,047百万円増加し、64,666百万円となりました。 

負債は、借入金の返済、土地の売却と税制改正に伴う法定実効税率の引下げによる再評価に係る繰延税金負

債の減少があったものの、買掛金、未払金の増加等により前期末に比べ318百万円増加し、54,297百万円とな

りました。 

               また、純資産は、四半期純損失62百万円を計上したものの自己株式の売却や税制改正に伴う法定実効税率の

引下げによる土地再評価差額金の増加などにより、前期末に比べ728百万円増加し、10,368百万円となり、自

己資本比率は16.0％となっております。 

   
 

（3） 連結業績予想に関する定性的情報 
平成24年３月期の業績予想につきましては、当社グループを取り巻く環境は依然として先行きに不透明感が

ありますが、第３四半期連結累計期間の業績は、概ね順調に推移しております。したがって、平成23年８月12

日に公表いたしました通期の業績予想に変更はありません。 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

（1） 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

    該当事項はありません。 

 

（2） 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

       該当事項はありません。 

 

（3） 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

 

（4） 追加情報  
   （連結納税制度の適用） 

      第１四半期連結会計期間より、連結納税制度を適用しております。 

   （ポイント引当金）    

      当連結会計年度より、当社運輸事業において非接触型ＩＣカードのサービスを開始し、利用顧客に対しポイン

ト制を導入することから、付与されたポイントの利用に備えるため、当第３四半期連結累計期間末において将来

使用されると見込まれる額を流動負債の「その他」に計上しております。    
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,625,255 3,172,050

受取手形及び売掛金 983,601 1,136,161

商品及び製品 176,513 203,347

原材料及び貯蔵品 145,667 129,503

その他 1,096,103 647,520

貸倒引当金 △26,722 △20,845

流動資産合計 4,000,417 5,267,738

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 14,633,663 13,622,118

土地 41,017,390 41,227,780

その他（純額） 2,478,722 3,067,961

有形固定資産合計 58,129,776 57,917,860

無形固定資産 283,386 299,556

投資その他の資産 1,205,410 1,181,426

固定資産合計 59,618,572 59,398,843

資産合計 63,618,990 64,666,582

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 734,848 1,033,838

短期借入金 19,301,820 19,495,704

未払法人税等 82,578 48,754

賞与引当金 148,282 88,686

その他 2,250,708 3,882,378

流動負債合計 22,518,237 24,549,362

固定負債   

社債 160,000 160,000

長期借入金 21,403,327 21,092,460

再評価に係る繰延税金負債 6,100,009 5,025,147

退職給付引当金 380,839 359,482

役員退職慰労引当金 337,611 261,332

その他 3,079,040 2,850,115

固定負債合計 31,460,828 29,748,539

負債合計 53,979,065 54,297,901
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,220,800 4,220,800

資本剰余金 2,941,409 2,946,550

利益剰余金 △5,253,376 △4,779,235

自己株式 △99,881 △32,510

株主資本合計 1,808,952 2,355,604

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △13,887 △5,274

土地再評価差額金 7,844,860 8,018,350

その他の包括利益累計額合計 7,830,972 8,013,075

純資産合計 9,639,925 10,368,680

負債純資産合計 63,618,990 64,666,582
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 16,078,855 15,514,426

売上原価 11,707,989 11,352,527

売上総利益 4,370,866 4,161,898

販売費及び一般管理費 3,459,937 3,272,433

営業利益 910,928 889,464

営業外収益   

受取利息 2,326 1,682

受取配当金 3,815 5,841

持分法による投資利益 13,805 15,827

雇用調整助成金 － 41,431

その他 18,016 42,757

営業外収益合計 37,963 107,540

営業外費用   

支払利息 843,558 824,266

その他 5,603 5,855

営業外費用合計 849,162 830,121

経常利益 99,729 166,883

特別利益   

前期損益修正益 1,466 －

固定資産売却益 1,090 5,297

補助金収入 129,158 9,978

契約外賃貸収入 48,225 4,591

その他 105,153 716

特別利益合計 285,095 20,584

特別損失   

前期損益修正損 161 －

固定資産売却損 110,011 38,293

固定資産除却損 21,068 3,952

国庫補助金圧縮損 100,262 －

減損損失 － 4,066

テナント退去補償金 － 412,500

その他 4,901 32,206

特別損失合計 236,406 491,019

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

148,418 △303,551

法人税、住民税及び事業税 86,475 53,193

法人税等調整額 215,523 △294,609

法人税等合計 301,999 △241,416

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △153,581 △62,135

少数株主利益 566 －

四半期純損失（△） △154,147 △62,135
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △153,581 △62,135

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 254 8,612

土地再評価差額金 － 709,766

その他の包括利益合計 254 718,379

四半期包括利益 △153,326 656,243

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △153,891 656,243

少数株主に係る四半期包括利益 565 －
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（3） 継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

 

（4） セグメント情報等 

    （セグメント情報） 

     報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成22年4月１日 至 平成22年12月31日）  

  （単位：百万円）

 

報告セグメント 

その他 

（注）1 
合計 

調整額 

（注）2 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）3 
運輸事業 不動産事業 

商品 

販売事業
旅館事業 計 

売上高       

  外部顧客への売上高 7,598 2,256 1,814 1,626 13,295 2,783 16,078 － 16,078

  セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
125 409 61 18 615 538 1,153 △1,153 －

計 7,723 2,666 1,876 1,644 13,910 3,321 17,232 △1,153 16,078

 セグメント利益又は
損失（△） 

△400 928 100 73 702 207 909 1 910

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業、航空代理業、清掃・設備・環

境業等を含んでおります。 

 ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

 ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 
 当第３四半期連結累計期間（自 平成23年4月１日 至 平成23年12月31日）  

  （単位：百万円）

 

報告セグメント 

その他 

（注）1 
合計 

調整額 

（注）2 

四半期連結

損益計算書

計上額 

（注）3 
運輸事業 不動産事業 

商品 

販売事業
旅館事業 計 

売上高       

  外部顧客への売上高 7,240 2,268 1,845 1,536 12,890 2,623 15,514 － 15,514

  セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
125 384 38 22 571 519 1,091 △1,091 －

計 7,366 2,653 1,884 1,558 13,462 3,143 16,605 △1,091 15,514

 セグメント利益又は
損失（△） 

△560 1,058 96 73 667 221 889 0 889

（注） １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、旅行業、航空代理業、清掃・設備・環

境業等を含んでおります。 

 ２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

 ３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

 （5） 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記    
       該当事項はありません。  
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